
 

 

建 設 企 業 常 任 委 員 会 資 料 

2025 年(令和７年)９月 26 日 

上下水道局下水道室下水道管理課 

 

下水道管路の全国特別重点調査の実施状況について 

 

１ 概要 

令和７年１月に埼玉県八潮市で発生した下水道管路の破損に伴う道路陥没事故を受け、３月

に、国土交通省が設置した「下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委

員会」による提言がなされ、同省から全国の自治体に対して「下水道管路の全国特別重点調査」

が要請されました。本市においては、本要請による調査を以下のとおり実施しています。 

 

２ 対象 

要件 
市内延長 

（路線数） 

大口径（管径２ｍ以上）かつ 1994年以前（古い構造の基準）に設置された下

水道管路（汚水管・雨水管・合流管） 

約 16.8㎞ 

（298路線） 

 

優
先
実
施
箇
所 

① 埼玉県八潮市の道路陥没現場と類似の構造（曲線部等）・地盤条

件（軟弱地盤等）の箇所 
該当なし 

② 管路の腐食しやすい箇所（硫化水素の発生しやすい箇所など） 
約 1.7㎞ 

（25路線） 

③ 陥没履歴があり交通への影響が大きい箇所（緊急輸送路） 該当なし 

④ その他（沈砂池の堆積土砂が顕著に増加した処理場・ポンプ場

につながる管路） 
該当なし 

※市内の下水道管路：約 1156㎞ 

３ スケジュール 

（１）優先実施箇所の調査：令和７年７月まで 

（２）上記以外箇所の調査：令和８年２月まで 

 

４ 方法 

（１） 調査員が管内に入る潜行目視又はテレビカメラによる調査を実施し、調査結果は専門

家※によるチェックを受ける。 

（２）上記（１）により異常が確認された場合は地盤の空洞調査を実施する。 

※コンクリート診断士、技術士（建設、上下水道部門）、下水道管路管理総合技士など 
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５ 調査結果に基づく対応 

調査の結果、破損や腐食などが確認された場合は、次の対応を行います。 

（１）ランクＡ（重度）がある場合：原則１年以内に対策を実施 

（２）ランクＢ（中度）がある場合：応急措置を実施した上で、５年以内に対策を実施 

 

６ 実施状況 

（１）優先実施箇所の調査：管内調査結果は国土交通省から９月 17日に公表済（別紙） 

→市内の緊急度Ⅰ（ランクＡあり）は５路線で 0.264km 

空洞調査は調査方法について検討中 

（２）上記以外箇所の調査：調査業務委託を発注し、管内調査を実施中 

 

７ 調査で確認された主な劣化箇所 

 場  所：材木町（材木町公園東側の県道明石港線） 

  口  径：2200×1600㎜ボックスカルバート 

現場状況：通行止め 

  対策状況：復旧方法を検討中であり、方法が決まり次第、関係機関等と調整のうえ復 

旧工事を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※上記箇所以外の４路線については、今年度中を目途に部分補修工事で対策予定 

 

 

材木町公園 

明石港 

【位置図】 【劣化状況】 
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